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令和６年３月定例教育委員会会議録 

１ 期 日 令和６年３月２８日（木） 

 

２ 場 所 江北町公民館２階 講座室 

 

３ 参集者 吉田教育長、浪瀬委員、田中委員、溝口委員、重松委員、坂元こども教育課長、 

本村学校づくり推進室長、西村国スポ推進室長代理、峯課長代理、小宮主任指導 

主事、岸川総務企画係長、米田国スポ推進係長、諸富学校教育係長、稲富学校づく 

り推進係長、古賀子育て支援係長、 

 

４ 町民憲章の唱和  出席者全員により町民憲章の唱和を行う。 

 

５ 本日の会議成立の確認  ５名出席（全員出席） 

 

６ 議案審査 

議案第１１号 令和５年度江北町教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の状況の点検 

及び評価シートについて 

 

７ 教育長の報告他 

議案第４６号 令和６年度教職員の人事異動について 

報告第４７号 ３月町内校長研修会について 

報告第４８号 不登校、いじめ、問題行動（２月分）について 

報告第４９号 花山球場の利用及び管理方法の変更について 

報告第５０号 令和５年度 ３月補正予算について 

報告第５１号 令和６年度 当初予算について 

 

 

８ その他 

・ ４月行事予定 

・ 令和６年度年間行事予定 

・ ＳＡＧＡ２０２４デモンストレーションスポーツ３Ｂ体操について 

・ 参考資料 

 

９ 会議の経過 

(１) 開会 午後２時 

 

(２) 前回会議録の承認 

 このことについて、吉田教育長は、会議に諮り、委員会は承認した。 
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(３) 議案審査 

  

【議案第１１号】 

  令和５年度江北町教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価 

シートについて 

   このことについて、岸川総務企画係長は令和５年度江北町教育委員会の権限に属する 

事務の管理及び執行の状況の点検及び評価シートについての資料に基づき説明し、委員会 

は協議の結果、議案のとおり承認した。 

 

 

(４) 教育長の報告他 

 【報告第４６号】 

   令和６年度教職員の人事異動について 

小宮主任指導主事は、「令和６年度教職員の人事異動について」の資料に基づき説明を行っ 

た。  

 

【報告第４７号】 

３月町内校長研修会について 

小宮主任指導主事は「３月町内校長研修会について」の資料に基づき説明を行った。 

 

【報告第４８号】 

不登校、いじめ、問題行動（２月分）について 

  小宮主任指導主事は、「不登校、いじめ、問題行動（２月分）について」の資料に基づき説 

明を行った。 

 

【報告第４９号】 

  花山球場の利用及び管理方法の変更について 

  坂元こども教育課長は、「花山球場の利用及び管理方法の変更について」の資料に基づき説 

明を行った。 

 

〇溝口委員 

   花山球場のスタンドのベンチのプラスチックが破損していて危なので対応してほしい。 

   

  〇坂元こども教育課長 

   令和６年度の６月補正予算で対応するよう計画している。 

 

【報告第５０号】 

  令和５年度 ３月補正予算について 
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  このことについて坂元こども教育課長は、「３月補正予算について」の資料に基づき説明 

を行った。 

 

 〇溝口委員 

   江北町の小中学校のタブレットは中国のメーカーのものが導入されていないか。 

 

〇坂元こども教育課長 

   当町は富士通製である。 

 

【報告第５１号】 

  令和６年度 当初予算について 

   坂元こども教育課長は、「令和６年度 当初予算について」の資料に基づいて説明を行った。 

 

（５）  その他 

①  ４月行事予定 

②  令和６年度年間行事予定 

③  ＳＡＧＡ２０２４デモンストレーションスポーツ３Ｂ体操について 

④  参考資料 

 

 〇田中委員 

   学校のあり方検討会を今まで協議してきたが、あれはどうなったのですか。 

 

 ○本村学校づくり推進室長 

   町としては、令和１０年４月開校にこだわらず、９年間を通した教育の中での問題解決を

まず行って、その先にある建設のことを進めることを考えている。 

 

〇田中委員 

   それに向けて進んでいるのか、建設費は安くはならないと思う。早く進めないと今後も物

価が高くなるばかりだと思う。 

 

〇坂元こども教育課長 

   教育委員会としては、施設一体型の義務教育学校を中学校敷地に 10 年４月開校する。この

ことを町長部局に答申している。が、町としては、部活の地域移行、特別支援などの問題を解

決しないと先には進めないのではないかと言われている。教育委員会としての考え方を伝え

ていかなければいけないと思っている。 

 

 ○浪瀬委員 

   教育委員会としては、どのような学校にしたらいいのか一年ぐらい話を進めたが、昨年の

10 月ぐらいに進まなくなった。その後のことが私たちには伝わってこない。令和 6 年度の当
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初予算にも義務教育学校化のことがのってない。義務教育学校化は進められると思うが、今

後どうなるのか気になる。 

 

 〇田中委員 

   10 年 4 月開校を目標に間に合うように今まで話し合いをしてきた。財源確保が一番の問題 

なので、先にソフト面を考えることで進めていたが、協議が途中で止まってしまった。 

今後いつ協議を進めるのですか。 

 

〇坂元こども教育課長 

  議会で特別委員会が設置されていますので、そこで協議が進められていくと思う。 

 

 〇田中委員 

   財源の問題で今スタートしておかないと 10 年 4 月に間に合わないのではなかったのか、 

２年先延ばしにして、財源確保は出来るのか。町としてそこははっきり決断してもらわない 

と先の問題に進めない。 

 

 〇吉田教育長 

   財源の問題を心配されるのはわかりますけど、その前に町長部局から新たな課題として投 

げかけられているのは、部活の地域移行の問題、特別支援教室の増加の問題など、教育委員会 

事務局としてどう対応するのか考えて進めていかなければならない。 

 

〇本村学校づくり推進室長 

   事務局としては、10 年 4 月開校に向けて、建設にかかる設計、調査、基本計画等の予算要 

求はしている。それに対し町長部局は、課題解決が先ではないかとの回答。事務局としては、 

今後も予算等について要求をしていく考えです。 

 

（６） 閉会 午後 ３時４０分 


